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＜連絡事項＞
[bookmark: _GoBack]・特になし。

＜入室状況＞
【転入】
・高柳 和子様～北病棟→東病棟Cユニット

【転出】
・上平　キヨ様～南病棟Cユニットへ
・鎌田　保様～南病棟Dユニットへ

【転室】
・榎木平 峰子様～Dユニット17号室へ

＜患者様情報＞
・瀬川 高雄様～船場Dr診察。点滴は本日で終了。本日より飲水可。7/11より粥、低脂肪食開始。

・

＜隔離・身体拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前午後1時間ずつの開放観察指示あり。開放中、他室侵入繰り返し落ち着かない様子あり。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

・藤井　崇史様～終日隔離中。対面時妄想言動や不穏さは無し。対面時妄想言動等なく穏やか。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

・滝澤　幸輝様～終日隔離中。必要時以外毛布に包まり臥床し過ごされている。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

・磯嶋　茜様～身体拘束中。対面時気分高揚感なし。危険行為なく過ごされている。１時間の観察開放の許可あり。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

・長根　瞳様～身体拘束中。危険行為や拘束部位トラブルなく経過。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

＜小栁Dr.診察＞
・勝山 夏生様～「将来の展望が明るくない、漠然とした不安」と話しており、主治医からは書き出してみるようにと。本人希望時、紙、ペンを貸し出し、1時間くらいでと。終了後は回収するように。

・庭田 久美子様～本人希望にて次週の処方から眠剤がマイスリーに変更。


＜入院患者情報＞
日　　時：令和8年7月10日　12:20
氏　　名：山下　多嘉子様（やました　たかこ）様
生年月日：昭和16年12月23日(84歳)
病　　名：器質性精神病
性　　別：女性
主 治 医：馬渡Dr
入院形態：医療保護入院
＜経過＞
　令和6年頃より両下肢閉そく性動脈硬化症の影響で活動範囲が狭くなり、同年春頃には団地の外壁工事があった際に「自分のとこのベランダだけ大きさが違う」と話す等軽い被害的な言動が目立つようになった。令和7年6月頃より上記は悪化し、「殺される」等と話すことや、服薬及びかかりつけ医の受診を自己中断する等妄想や迫害的な言動が悪化した。その後、不眠や易怒性も悪化したため平賀クリニックからの紹介にて令和7年11月25日当院初診。上記診断と判断し薬剤治療を開始、現在も敵的な通院を継続している。
本人独居であるが、最近たばこの火の不始末でこたつ布団を焦がしてしまったり、大声を出して近所から苦情を受け警察介入を受けることがあった。夜間不眠で3～4時くらいまで起きていることもあったり、いるはずのない人が見えている様子で独語を話したりしている。本日東病棟Cユニットへ医療保護入院となる。
